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はじめに

当院の運転リハビリテーション（以下，運転リハ）の目的
安全運転の再獲得

Hondaセーフティナビ(以下DS)を用いて
①目視・安全確認
②危険予測
③徐行・一時停止
に着目して運転リハを行っている. 



危険予測の獲得

DSのみの訓練では，“危険予測の獲得”が課題と
なる患者が多く，指導方法に難渋した.

2024年よりHonda&JAF Mate危険予測トレーニング
（以下KYT)を用いた運転リハの導入を行った．



KYTの実施方法 1
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KYTの実施方法 2
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KYTの実施方法 3
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KYT

・運転における認知・判断・
操作の全般を訓練・評価
する．
・判断に時間の制限を要す．
・デュアルタスクが多い．
・DSの繰り返しにより，危険
場面の誤学習が起こりやす
い．

・安全運転の意識を付ける
ことに特化している．
・判断に時間の制限を要さ
ない. 
・シングルタスクである．
・1つの運転場面で，どうい
う点が，危険なのかを確認
できる．

DS



KYTの特徴

①安全運転の意識付けに特化している
②DS以外のアプローチで危険予測をトレーニングできる
③1つの運転場面から多角的に危険を予測できる



危険予測の獲得

危険場面の誤学習の予防
安全運転習慣の獲得

DS課題では，実施しきれないところの安全運転
の意識付けが難しい方に対して，適した課題か.



結語

KYTは，運転支援初期に実施することで，安全運転習慣の
獲得，DSの繰り返しによる誤学習の予防に繋がる可能性が
示唆された．

今後，KYTの特徴を活かして安全運転習慣の獲得を図るこ
とで，運転支援に繫げていきたい．
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